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〔社会福祉士会役職〕
公社）北海道社会福祉士会オホーツク地区支部　事務局長（平成22年4月～現在）
公社）北海道社会福祉士会理事（H25～現在）
〔公職〕
北網地域リハビリテーション推進会議委員（平成22年4月～現在）
美幌地域３町障害程度区分認定審査会委員（平成24年4月～現在）
北見市医療福祉情報連携協議会　ヒューマンネットワーク専門部会　副部会長（H25.4～現在　）
北見市地域包括支援センター連絡協議会　会長（H26.4～）
北見市成年後見支援センター運営委員会　副委員長（H26.7～現在）
〔ボランティア等支援活動〕
被災地支援活動参加（下閉伊郡山田町　平成23年11月19日～11月23日）

　生活課題は高齢者や障がい者、児童など広範な領域で多問題化、そして複雑化し、福祉専門職に
はより広範な知識、高い倫理が求められていると強く感じております。
　社会福祉士が国家資格である所以は、倫理綱領、行動規範をベースとしたソーシャルケースワーク
と高い公益性と考え考えますが、取り組みは社会が求めるものを敏感に感じ、変化させていく必要が
あると感じております。
　個々の会員の力と組織力で「社会福祉士」の援助を必要とする人々の、生活と権利の擁護を北海道
内に広く叶えていくこと、また職場内や地域の中で社会福祉士が今まで以上に認知されるような仕組
み作りを、そして理事として1期担当させていただいた北海道における社会福祉士会と災害対策のあり
方について、より具体的な仕組みづくりに尽力したく、北海道社会福祉士会地区支部選任理事に立候
補いたします。

　オホーツク地区支部の役員、会計、事務局長を歴任し、H25年度より地区支部選任理事として活躍し
てくれました。島田さんには引き続き、卓越した判断力を発揮していただき、道と地区支部の発展に尽
力していただけると信じています。
全幅の信頼を寄せ推薦いたします。

この度私が推薦する島田剛氏は、オホーツク地区支部活動において、事務局長として中心的な役割
を担ってきた人格者です。目まぐるしく変革を続ける日本福祉の昨今において、自己研鑽を絶え間なく
継続し、社会福祉士として謙虚に学びを続ける姿勢は、私たちの範となるものです。また、人を引きつ
ける人間性と社会福祉士としての知識と技術をバランス良く持ち合わせている方ともいえます。このよ
うな理由から、是非とも、地区支部選任理事に島田剛氏を推薦いたいと思います。

島田さんは、オホーツク地区支部の会計、事務局長を務めており、より多くの会員に参加をしてもらえ
る運営に尽力されています。社会福祉士としても、所属する地域包括支援センターにおいて、地域や
専門職とのネットワーク形成に力を注がれ、社会福祉士として力を発揮し、多くの実践を積まれていま
す。島田さんと一緒にオホーツク地区支部の運営をしてきた仲間の一人として、その力を北海道地区
支部の理事として今後も発揮していただきたいと考え推薦いたしました。


